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＜連絡事項＞
・三八地区のインフルエンザ注意報が解除されていますが、現在病棟勤務の職員および家族の感染が出ている状況ですので、当面２月一杯は現状の体制で経過をみて良くこことします。
＜患者様連絡事項＞
・菅野　勝利様～本日16：30～生活保護担当者と面談（SW立ち合い）
・沼端　恵子様～懐中電灯破損あり。ご家族へ連絡し、私物発注伝票提出しています。
＜要注目患者様＞
・鈴木　知子様～昨日不眠時の頓服使用し、今朝5：00まで休む事出来ています。表情の硬さ見られ幻聴の訴えは聞かれていますが、対応時には笑顔見られています。特定の患者様に対し「嫌がらせされる」と訴える事はありますが、スタッフ介入により相手に対し叫ぶなどの行動化は無く、トラブルなく経過しています。引き続き精神状態観察し、本人の孤立化の防止と訴えの傾聴を行っていきましょう。
・成田　富士子様～2：40頭痛・嘔気訴え血糖73mg/dl。黒飴1個で対応し、朝食前血糖101㎎/dlで経過。
　　　　　　　　　朝食後に眩暈の訴えが聞かれていますが、血圧133/77mmHgで経過し眼振もありません。30分程で眩暈はおさまったと話し、プログラムも参加しています。
・佐々木　淳様～今朝の失禁を受けてから午前中は不調訴え、朝食も残食見られています。午後から体調改善したと話し、スタッフへの話しかけが多く、些細なことでの確認も見られています。引き続き精神状態観察し、トラブルの無いよう注意していきましょう。
・沼端　恵子様～午前中の作業療法終了後に嗜好品の要求あり、対応時間を伝えると急に易怒的となり、ホールやカウンターの物を投げつける等の粗暴性見られています。一通り暴れ終わると易怒性は治まり、対応したスタッフ以外には謝罪しています。懐中電灯の破損があり、御家族へ連絡し伝票提出しています。
＜金Ｄｒケース検討＞

角濱　義弘様～エビリファイ増量後は不安・焦燥改善傾向。チック症状も今回の診察では目立たない。しかし依然として病識は乏しく、病状の自己評価はできていない状態が続いています。年金の受給を希望している為、Ｄｒへ確認し進めてよいと指示を受けています。心理検査のオーダーも出ており、心理小川さんと内容について相談しています。
・小笠原　文人様～「リハパンは履かないとだめです」と訴え、過去に便失禁した事や、起床時に尿漏れがある事を報告されている。ベッドの高さを元の高い状態に戻してほしいと訴えていますが、足が付かないことでの危険性を伝え、現状のままで様子をみる事としています。
・坂本　福子様～日中の眠気と起床困難はあるが、作業療法には参加出来ていると報告しています。1/23にアパートの引き払いと、住所変更手続きを行ってくる事を伝えています。このまま内服継続していくよう説明受けています。

・大上　なみ様～最近脱肛を自力で還納出来ないと訴えており、「手術した方がいいのかな」と訴えています。ご家族の支援が受けられず、総合病院では対象外と説明されている状況では、入院・手術の対応が困難であることを説明しています。

・中野渡　鉄男様～入院生活で特に困っている事は無いと話し、診察終了しています。

・井上　和美様～薬の事典を持参し、オランザピンについて「副作用が沢山ある」と訴えていますが、殆どが出現する事は無い副作用である事を説明しています。

・巴　勇樹様～喫煙願望が最近出てきていると報告されています。主治医から、このまま禁煙を継続していくよう説明受けています。

・高橋　康満様～「調子は変わりない」と訴え、診察室を早々に退室しています。

・十日市　利喜様～「耳は治らない。まじないがとれれば聞こえるようになる」と訴えています。定期薬の変更はありません。ピコスルファートナトリウム2本処方となっています。

＜金Ｄｒ退院支援委員会会議＞

・小笠原　文人様～気分の変動がありますが、本人、家族ともに施設入所を希望しています。以前青山荘へ入所していましたが、再度青山荘を検討するか、他施設を検討していきます。

・坂本　福子様～家賃滞納金の返済額を増額し返済計画を立てています(R3.2.15返済完了予定）。1/17町営住宅の家具などの処分を実施し、1/23退去の手続き完了予定です。
・中野渡　鉄男様～退院についての拒否的な言動がありますが、施設入所方向となっています。介護保険の申請を進めていきます。

・大上　なみ様～要介護１。家族の協力が困難のため、ケアマネを選定し施設入所をすすめていきます。

・井上　和美様～本人は入退院を繰り返している事もあり、施設への退院については拒否的ですが、見学などをすすめ障害福祉サービスを利用して入所できる施設を検討していきます。

・巴　勇樹様～家族はやまばと寮入所を希望していますが、現在空きがない状況です。障害福祉サービスにて入所できる施設を探していきます。

・高橋　康満様～保護者の甥様は当法人の施設入所を希望していますが、本人が退院に関して前向きではありません。介護保険を申請していきます。

・十日市　利喜様～本人様が退院については消極的であり、身内もいない事から後見人の検討もしていきます。介護保険を申請し入所できる施設を検討していきます。

・角濱　義弘様～薬剤調整中ですが、不安感や焦燥感の訴えが多くみられています。休養後自宅退院予定ですが、高齢の両親との同居となるため本人様に対してのサポートは困難であるため、弟様などと相談しながら今後の方向性を決定していきます。

＜深澤Ｄｒケース検討＞

・小田 タネ様～他者の援助をうけながら洗濯機を使用しています。その他自分の部屋やホールでも他者と交流しながら概ね穏やかに過ごしています。
・山下　幸子様～青風荘への外泊訓練を実施しています。引き続き薬物調整や環境調整、精神科リハビリテーションについての検討を進めていきます。
・夏坂　キミ様～体調は良いと笑顔で話されています。軽度の腰痛以外は身体的な不調の訴えもなく、歩行訓練も積極的に行っています。膝関節や喘鳴、労作時の呼吸器症状の身体症状、不安症状や心気症状、抑うつ症状などの精神症状もありません。
・菅野　勝利様～パーキンソン症状の悪化や有害事象なども認めず疎通性や反応性は良好です。嚥下も歩行も安定し、食思も良好。むしろ空腹感を訴えています。
・五日市　規様～自閉的で他者との交流は乏しく活動性もやや低下し、無為的です。早朝覚醒はありますが、軽度の多幸感、まとまりに欠ける言動、衝動行為などの精神症状は活発化する事はありません。
・松永　勘五郎様～精神症状は安定しており、退院について本人へ確認していますが、退院について否定的です。引き続き逸脱行為のないよう介入行っていきます。
＜深澤Ｄｒケース退院支援委員会会議＞

・小田　タネ様～自宅退院予定ですが、12/9甥様含め家族、担当医と面談行い、冬場は火の後始末、転倒などが心配であるとの事で春頃の退院となります。今後も青陽館の体験利用や外泊訓練は継続して行っていきます。

・山下　幸子様～青風荘入所を目指し外泊訓練を行っていますが、不満や不安が強く本人が入所に対して否定的です。また青陽館の体験利用も引き続き行っていきます。

・夏坂　キミ様～ご家族から施設入所の方向性を確認しています。うつ状態となる事は無く、精神症状の変化はありません。現在要介護１、ケアマネもついていますが経済面での負担もあります。精神症状や家族、本人の意向を確認しながら進めていきましょう。

・菅野　勝利様～介護保険　要介護3⇒１（R2.1.1～36ヵ月）へ変更となっています。　　R2.3姉様面会予定と連絡がある為、ケアマネへ施設入所に向けて調整していただく予定としています。
・五日市　規様～要介護１あり、軽度の認知症があるため、介護保険サービスによる施設入所をすすめていきます。

・松永　勘五郎様～家族は施設入所を希望していますが、本人は無断で外出することや外で飲酒をしていることがあり、ルールを守れない事があるため本人への指導を行いながら、入所できる施設を検討していきます。

